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修士論文要旨
キャリアカウンセリングを希求する派遣社員への認知行動的介入方法の検討
Examinationofthecognitivebehavioralinterventiontothetemporaryemployee
Whodoesrequestforthecareercounseling
田上
【問題と目的】
キャリアカウンセリングとは「将来の生活設計と関連づ
けながら現在の職業選択をし，生活上で果たしたいと願う
さまざまな役割のバランスを考え，生き方を考える過程と
してのカウンセリング」と考えられている（渡辺ら，2001）。
現在，労働者全体の3割が非正規雇用であり雇用形態の多
様化が指摘され，特定の組織に長期的に所属しない派遣社
員などの非正規雇用者の支援方法の検討が新たに必要とな
っている。一方，援助方法として，キャリア選択行動を認
知面と行動面にわけてアセスメントし援助可能である認知
行動療法が挙げられているが，実際の支援場面においてこ
の視点で整理されたものは少ない。そこで本研究では，キ
ャリアカウンセリングを希求する派遣社員の状態像を類型
化し（研究1），パターンごとの支援による変化を検討し，
経験的に行なわれている状態像にあわせた介入を，認知行
動的に整理し記述すること（研究2，3）を目的とした。
研究1：派遣社員の「混状の捉え方」項目の作成と類型化
【方　法】
（》質問項目の作成：過去の相談記録より派遣社員の「現
状の捉え方」の記述を抽出し35項目を作成。②（事前調
査）因子構造の検討：①で作成した質問項目に5段階評定
で回答を依頼。結果を因子分析し暫定版5因子30項目を
作成。③（本調査）因子構造の検討：（参で作成した30項
目への回答を依頼。結果の因子分析を経て完成版5因子26
項目を作成した。
対象：I．事前調査）＿＿＿大手人材派遣会社のキャリ＿アカケン
セリングセンターの2006年月11月中旬～12月末の来談
者94名（平均年齢30．76±5．01歳，女性82名，男性12
名）。Ⅱ．本調査）同センターの2006年月11月中旬～12
月未の女性来談者61名（平均年齢30．76±5月1歳）。
【結果と考察】
派遣社員の「現状の捉え方」は，“現職のものたりなさ”
“仕事の比重の満足感”，“自分のスキル不足感’’，“派遣形
態の不満”，“雇用機会の拡張感”の5因子から説明可能で
あることが明らかにされた（α＝．86～．57，累積寄与率：
57．95％）。派遣社員の働き方の捉え方パターンを明らかに
するために，k－meanS法によるクラスタ分析を行ない4つ
の解釈可能なクラスタが得られ，現職不満足型，派遣限界
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認知型，仕事負担型，現状満足型，と名づけられそれぞれ
類型化された（Figure）。
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研究2，3：4類型の状態像ごとのカウンセリングによる
変化の認知行動的視点による整理
【方　法】
対象：研究1の本調査と同一の対象者
調査材料：研究2．（a）フェイスシート（b）派遣社員の
現状の捉え方尺度（研究1で作成）（C）現職のコントロー
ル感（下光ら，2000を一部改変）（d）キャリアのセルフ
コントロール（本研究で作成）（e）心理的ストレス反応
（SRS・18：鈴木ら，1997）（幻コービング尺度（TAC・24：
神村ら，1995）研究3．カウンセラーが担当したカウンセ
リングについて記述する情緒・認知・行動に分かれた選択
式のシート
【結果と考察】
研究1で得られた4類型のうち，“現職不満足型”では，
無気力感の感じやすさ，自分に必要なことの理解の低さ，
情報収集行動の少なさが明らかになった。また，“派遣限
界認知型”では，無気力感を感じにくさや，情報収集行動
の少なさが明らかになった，また，“仕事負担型”では，
情幸剛叉集行動の多さに反して現実検討の不足をカウンセ
ラーが支援していることが明らかになった。また，“現状
満足型”においては，自分に必要なことの理解の高さと情
幸馴文集行動の少なさが明らかになり，行動化に課題がある
ことが示唆されている。このように，本研究の結果から，
派遣社員の状態像の類型化とそれぞれの類型にあわせた
支援の，量・質の両面からの支援方法の示唆が得られ，こ
のような研究の蓄積によって，経験的に行なわれている支
援の検証と向上が可能になると考えられる。
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